
〇青鳩トレイルラン第 5回大会の開催にあたっての感染防止策 

 

大会当日の感染防止の方法、三密（密閉・密集・密接）を避ける手段、 

 

■スタート受付  ■ 更衣室（大磯／健速神社／日向） ■ スタートエリアと待機場所 

① 参加者の体温測定を行いチェック、待機中は三密を意識し最大限に広がって待機。 競

技中列が出来たらソーシャルジスタンス（個々間の間隔を２ｍ以上とる）を意識して間

をおいて行動。 

② 受付スタッフの作業、（本人確認・誓約書・チップ受渡・非接触型体温チェック） 

受付スタッフの装備、（マスク、グローブ、フェイスシールド、アルコール消毒液） 

③ スタートは、8 時から８時 10 分の間に検体温・登録をクリアした方から、三密回避を

してスタート地点に 2 ヶ所あるステーションのどちらかにパンチして個々バラバラに

出発する。（SIシステムの機能に依りゴール地点で個々タイムを検出） 

  

■ エイド（健速神社／   ）   

④受付スタッフ同様の装備を施し、飲物、食物は個々に分割梱包したものとする、 

 スタッフの装備、（マスク、グローブ、フェイスシールド、アルコール消毒液） 

 

■ CP（チェックポイント） 

⑤チェックポイントにある指定の事物を携帯電話付写真（スマホ等）で実写、ゴールで提示

し通過証明とする。 

 

■ ゴール受付・A日向   ■ ゴール受付・B健速神社   ■ 当日の表彰式の有無 

⑥ スタッフ装備でステーションへのパンチ確認とチップの受領、表彰式の省略、 

※個別スタートにより、後発でもタイムの良い人がおり、到着時間の早い人が必ずしもトッ

プタイムとは限らないため、参加者全員のゴールを確認してから、データの突合せを行い、

順位とタイムは後日発表、走り終わった人は表彰式等の集合することなく、帰路に着いても

らいます。 

  

□ シャトルバス 

⑦ シャトルバス内は座席一人おきの間隔で三密回避をおこなう。（３０分間隔で２台運行） 

 

※ご不便おかけし申し訳ございませんが、新型コロナウイルス感染症対策として何よりも

個々の心掛けが感染症対策の要です。協力し合って楽しい大会にしましょう。 

肉体の限界に挑戦、日頃のストレス、うっぷんを大自然の中で思い切り発散し汗と流して 

楽しい一日にしましょう。尚、感染症対策の良いアイデアがありましたらご提案下さい。 



              誓  約  書 

 

主催：ＮＰＯ法人野外活動（自然体験）推進事業団 

主管：チャレンジャーズ・レース実行委員会 殿 

 

この度、青鳩トレイルラン大会に参加するにあたり、トレイルランニング競技は大自然の

中での野外活動であり、山中での行動は自己責任の原則に則り、不慮の事故・疾患や生命に

関する重大事故も一切自分の責任であり、主催者に対して何ら迷惑をお掛けしない事を誓

約し、安全を第一として自己責任で行動します。 

また今回は特別に COVID-19 感染防止の対策上、当日の体温の記入と大会前の 2 週間で以

下の症状の無いことを、宣誓して自署サインします。 

①  平熱を超える発熱がある 

② せき、のどの痛みなど風邪の症状がある 

③ だるさ（けんたい感）、息苦しさ（呼吸困難）がある 

④ 嗅覚や味覚の異常がある 

⑤ 体が重く感じる、疲れやすい等の症状がある 

⑥ 新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触がある 

⑦ 過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等

への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある 
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